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及び出血対策に好結果をみた。最近， 超音波血流計が 
microbllbble検出能のあることに着目，これを基礎，臨
床両面で検討，人工肺の除泡剤及び microfilterの至適
条件を見出した。自然i慮過法は加圧法に勝ることも明確
となった。 
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一〔局所解剖所見及び外傷性膝外痩〕
中山博，小沢弘{有，鈴木昭一
(沼津市立)
第 1例(50歳♀):陣頭部切除後，縫合不全を起し， 63 
日間絶食とした(後半の35日間を E.D.法)。胃内注入の 
E.D.法施行中死亡し， 局所解剖を行った。肝の広範な
脂肪化，胃壁の非薄化，胃腺の委縮・消失，腎孟腎炎の像
などである。 E.D.法との直接関係は不明。 第2例 (20
歳合)腹部打撲にて開腹，術後 EPCGにて，勝管より
ドレーンに造影剤の流出を認めた。 ドレーンよりの分泌
量は E.D.法により，約半量に減少したc 
58. 血液透析患者に見られた腸間膜動脈閉塞症の 1
{列
嶋田俊恒，入江康文
(千葉社会保険病院透析部)
小高通夫，野村-庸一，小林弘忠，
田畑陽一郎，相馬光弘(千大)
慢性糸球体腎炎で 1年10カ月間血液透析を行って来た 
54歳男性が腹部激痛，悪心幅吐に続きショック状態とな
り，開腹手術では上下腸間膜動脈の樽動を触れず，回腸
下部及び全結腸が暗紫色阻血状であった。試験開腹に終
り死亡，剖検では下結腸動脈起始部が内膜肥厚のため内
腔の約1/3が閉塞しており血栓塞栓は無かった。粘膜壊死
が見られ筋層に著変はなかった。 この症例は Williams
らのいう nonocclllsive mesen teric Infarctionに相当
すると考える。 
59. 	 家兎移植腫蕩の転移巣抑制を目的とした血清療
法の延命効果について
中野喜久男，時田尚志，西村明
(千葉県がんセンター)
雨宮、浩，落合武徳，鈴木盛一
大森耕一郎(千大)
ウサギの Brown Pearce腫療でヤギを免疫してえら
れた抗血清を正常ウサギの血紫，赤血球，肝臓，肺臓で
吸収した異種抗血清は，原発巣易IJ除後の転移巣をもった
ウサギの内或る種のものに著しい延命効果をもたらし，
且つ肺水腫，出血性肺炎等の肺合併症も軽微であった。 
60. 	 12指腸潰霧に対する送切，幽門成形，前壁固定術
の経験
新井洋太郎，三井 静，吉川広和
新井嶺次郎(新井病院)
最近7年間の当院の胃手術例は1934例その内12指腸潰
療にて上記手術を行なったものは375例である術後 6ヶ
月以上の症例にアンケートを出し271の返答を得た。現
在の胃の調子良い72%，やや良い25%，不良 3%であ
る。縫合不全，手術死亡は全くなく本術式は安全で極め
て良いと考えて居ります。唯一の難点は潰療の再発をみ
ることがあり比例 (3.7%)でその内再手術を要したも
の3例あった。再発例を検討すると皆ホランダ一陽性で
迷切の切断端が極めて近い場合には神経の再生を考え
る。この点を充分考慮すれば更によい成績が得られると
考える。 
61. 	 日本航空成田地区事業所医務の 1年
藤代国夫
日本航空成田医務室に勤務して 2年半を経過した。本
年 1年を顧りみて 3ケ所の当医務室の現況と衛生業務並
に各医務室の紹介を述べる。 尚現在300人の勤務者が居
り之等勤務者への衛生管理，各医務室の勤務態勢に言及
し今後の内外の状勢に即応出来る医療面，健康管理面の
態勢を整えんと努力している。関係各方面の御理解，御
協力をお願いする次第であります。 
62. 興味ある経過をとれる十二指腸乳頭部癌の 1例
谷口恒郎，小林健次
(谷口胃腸科外科病院)
症例は62歳女子，初回手術直前の P.T.C.で特発性総
胆管拡張症など不明確な診断で胆別後， 1年 1か月を経
過して病巣を発見，勝頭部切除術 (innereDrainage法)
を施行した。術後， イレウス， 急性勝炎等を続発する
も，以後経過良好に過ぎ，その後総胆管吻合部狭窄に原
因したと思われる胆管結石の発生をみ，手術により結石
刻除し，狭窄を解除し得たが，肝細胞性黄症に移行，勝
頭十二指腸切除後 2年11か月にて死亡した 1例を報告し
た。
